


step 1 大宮銀座通り商店街 カスタマイズ可能なアーケードが風景を構築していく。また、一方通行化に伴い歩道が拡張し、歩行者のた
めの空間となる。強固なるアーケードではなく,各店舗ごとにカスタマイズできるシステムを組み込むこと
で,時間,季節,年単位の変化が見込まれるとともに,商店主たちの意識改革のきっかけともなりうる.

plan

アーケード：剛性メッシュパネル簡素な曲げ加工
・開放性、軽快さ。
・各店舗の情報を付加することが可能。
・各店舗の個性を示せる。

アーケード　A
歩道を円弧状に覆うことで
、歩行者に対して広がりを
感じさせることが可能。

アーケード　B
敢えて歩行者に対して迫り
出させることで、アーケー
ドに付加した情報をより意
識させ、店舗へと導く。

アーケード　C
構造柱を店舗の外壁に取り
付けることによって開放感
を増し、外枠にレールの機
能を持たせることで、シャ
ッターと兼用のアーケード
となる。

道幅の広い箇所に設置され、
人々が憩うためのベンチ、さ
らにはアーケードの構造の一
部となる照明。

照明：剛性メッシュ。アーケードとの統一感を持つ。
・開放性、軽快さ。
・アーケードとバンドによって固定され、構造の一部となる。
・各店舗の間口の間隔に設置。



step 2 東武野田線大宮駅北口改札

step 3 大栄橋

本来ならば2口以上必要である改札設置案という現実的な問題を基に,商店街への
新たな人の流れを作り出す装置として設計を行う.改札を商店街の中央に設置する
ことで、新たな動線と賑わいを商店街の奥まで引き込むことが出来る。

商店街と住宅地を経たてる大きな壁となっているとともに,威圧感のある風貌を人々が引き寄せられ,たむろするための空間へリノベーションを行う.大
栄橋の高架下に機能を配置することで、来街者を商店街奥まで引き込み、新たな流れを作り出し、いままで単なる壁であった場を有効に活用すること
ができる。
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ionsecti

step 4 子供と大人のための場

from now on 

ＪＲの保線等の業務施設を地域の要の施設へと変化させることで駅,しいては中心市街地商店街の活性
化へとつながると考える.子供、老人の日常のための空間（学童クラブや託児所、趣味の場）を挿入す
ることで、商店街が日々の生活の一部として機能する。子供が日常を過ごす場を提供することで,両親,
祖父母等,様々な人々を巻き込むなとなる.子供にとっての原風景を作ることは,長い目で見たとき,商店
街の利益えとつながる.

商店街が変化したのち、個々の建築も自然と変化してゆくだろう。たとえば、みずほ銀行空き地。ここは裏であった
面に改札ができることで、うらのない、オモテとオモテの建築となるだろう。また、野田線の改札が成功すれば、
JRの新たな改札も繋がってゆくだろう。商店街はお互いの影響を受けながら刻一刻と変化を続ける。
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商店街が、日常の場の一部へと戻ることができたとき、
継続的に受け継がれる、かけがえのない空間となる。

通り抜け空間や多様なオモテの誕生

ルーム
大人の場 子供の場 託児所・学童保育


